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Coming to a new country can be very exciting and interesting but it can also be nerve 
racking and a shock to the system. I clearly remember the day I arrived in Korea. I was 
picked up at the airport by some of my former students. They drove me to the 
guesthouse that I had booked over the Internet. It was near Yonsei University and this 
area was packed with people. Lights flashed, promotional girls danced and music 
pounded from the speakers on the street as people dodged in and out of the crowds. I 
was overwhelmed by all the excitement. 
 
Adjusting to a new culture is important if you want to fully enjoy your experience. While I 
was in Korea, it took me a while to get used to how spicy the food was. Another thing 
that was an acquired taste was the local alcohol Soju. But, as the saying goes, “Practice 
makes perfect” and before long I was eating the spiciest food and sucking back Soju.  
 
Reverse culture shock occurs when you come back to your home country and you are 
surprised at your own culture or continue to have old habits from the country you had 
lived in. When I came back from Korea my Dad gave me a hard time for slurping my 
instant noodles. I was also always offering to light my friend’s cigarettes and using two 
hands for everything. I got some strange looks at the time but I was back to my Canadian 
ways in no time.  

大人気「カンバセーションクラブ」♪

サイクリングで爽やかに
　　　　　　夏を楽しもう！

仲良しのクラスメートと一緒に。　中央手前がみゆきさん。

ケンブリッジFCEを受講したみゆきさんの感想 
私の目的は元々TEC・TESOLコースの受講だったのですが、そ
の前に少しでもリスニング・スピーキングの力を伸ばしたいと
思い、このコースを受講しました。
午前と午後に分けて、文法・スピーキング・リスニングを実際
のテストの形式に沿ってこなしていくスタイルは、テスト対策
として効果的だったと思います。
何よりも先生方の指導が素晴らしかったです。個人個人の間
違いを丁寧にわかりやすく解説し、疑問を次に持ち越さない
という徹底したポリシーの下で行われる授業は、自分の能力・
知識を見直すいい機会になりました。
相手が言っていることを正確に理解できるようになりたい、的
確に言いたいことを言えるようになりたいと思っている人に、
ふさわしいコースだと思います。

こんな景色を眺めながらのサイクリングは最高です！

夏はたくさん楽しいアクティビティーがありますが、一番人気は全
校で丸一日ビーチで遊んで食べまくる毎年恒例のバーベキューパ
ーティー。　2番目をあげるとすると、広大なスタンレーパークの海
沿いのコースを1時間ほどかけて一周するサイクリングです。　　
仲間や先生たちと一緒に海風にふかれながら、のーんびりと自転
車でサイクリング。
スタンレーパークのサイクリングコースは、左手には大きな緑の
森、右手には穏やかな海が広がる絶景のなかを走り抜けることができるのです。　色鮮やかなお花が咲いていたり、
ビーチも２つあって、1時間なんてあっという間です。　カナダでは自転車に乗るときはヘルメットをかぶらなければ
いけませんので、しっかりヘルメットもレンタルして出発。　おしゃべりをしながらゆっくり走りだしました。　中には
、マイ・自転車を買ったばかりの生徒もいて、自慢の愛車（？）を披露していました。　バンクーバーは自転車に優しい
町ですので、PPCの先生も生徒も夏の間は自転車通学が多いんですよ。

毎日違ったテーマがこのような用紙で配られます

超少人数制なのでたくさん発言できるのが人気の理由！

PPCの午後の選択授業のなかから、特に人気の
高いクラスといえば、「カンバセーションクラブ」
です。　1クラス最大4名という超少人数制で、毎
日たっぷり1時間、普段の会話を練習するクラス
です。

毎日違ったテーマについて先生やクラスメートた
ちと話しをしながら、普段の会話でよく使う表現、
話すスピード、ジェスチャーなど、ESLの授業では
学べない’カナディアンの日常会話’を学ぶことが
できます。　そして1クラスには4名しかいません
から、発言もたくさんできますし、とことん話す練
習ができるわけです。　ここが、一般的なスピー
キングのクラスとの違いです。

クラスメートも先生も数週間ごとに変わるように
なっていますので、いろいろなレベルの生徒や違
う先生たちとたくさん話しをするチャンスでもあ
ります。　毎日の会話のテーマとしては、カルチャ
ーショック、思い出の映画、理想的なデート、尊敬
する歴史上の人物などなど内容は多岐に渡りま
す。　こうして様々なテーマについて話しあうこと
により、通常の授業では思いもつかなかった疑問
や表現の仕方など、新しい発見がたくさんうまれ
てくるのですね。
レッスン中の間違いは先生が随時指摘してくれ
ますし、そのつどメモをとっておいてくれます。　
1時間のカンバセーションクラブが終わった時点
でそのメモを全員分コピーをして配ってくれるの
で、帰宅してからも見直しができるのはうれしい
ですよね。


